
 

2022年 5月 23日 

三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社 

 

「第 5期 MURC アクセラレータ LEAP OVER」 審査結果発表 
 

最優秀賞は、世界最高レベルのセンサーにより 

スマートファクトリー化の課題を解決する ロボセンサー技研株式会社に決定 
 

 

三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：池田 雅一、以下 MURC）は、

スタートアップによる革新的なビジネスの取り組みをサポートし、その立ち上げや事業化のスピードを加速させるアクセラレ

ータプログラム「MURCアクセラレータ LEAP OVER」を 2017年度より主催しています。 

第 5 期は、本年 2 月より開始し、約 4 ヵ月の間、ビジネスマッチングにとどまらず、具体的な事業化に向けた実証実験

の支援を行ってまいりました。その最終成果発表会として、5 月 20 日に“LEAP DAY Supported by 三菱電機株式会

社、株式会社ウエストホールディングス、三谷産業株式会社”を開催し、最優秀賞を決定いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上から： 

【審査員長】 池田 雅一（三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング 代表取締役社長 ） 

【最優秀賞受賞者】 大村 昌良氏（ロボセンサー技研株式会社 代表取締役） 

 

◼ ロボセンサー技研株式会社が、最優秀賞を受賞  

第 5 期は、注力テーマとして「1.グリーンテック（再生可能エネルギー、3R・環境ビジネス等）」、「2.既存産業 DX」、

「3.ライフ・ワーク改革」を掲げ、先端技術を有する 9社のスタートアップ企業を採択しました。LEAP DAYでは、パート

ナー企業・協力自治体らとともに取り組んだ約 4 ヵ月にわたるプログラムや実証実験の成果、今後のビジネスプランを

発表し、主に下記 4つの観点から審査が行なわれました。 

① 社会的インパクト・貢献度 

② ビジネスとしての魅力度(市場性・競合優位性) 

③ 経営者・チームの魅力(事業に対する適性、熱量) 

④ プログラム活用度(効果的な実証実験を実施できたか・パートナーと信頼関係を構築して取り組めたか等) 

 

厳正なる審査の結果、本プログラムが掲げる注力テーマ「既存産業 DX」分野において、同社が開発したセンサー

のセンシングの性能の高さと今後のソリューションとしての展開可能性、社会へ与えるインパクトの大きさが高く評価さ

れたロボセンサー技研株式会社（静岡県）が最優秀賞を受賞しました。また、他の 8社には優秀賞が贈られました。 

 



 

◼ 登壇企業一覧と各実証実験の概要・成果、今後の展開 

【グリーンテック分野】 

➢ 株式会社グローバルエナジーハーベスト（所在地：神奈川県、代表者：速水 浩平）  

https://globalenergyharvest.co.jp 

【概要】 CO2排出実質ゼロにも貢献する「循環型波力揚水発電」の実証を行う。また、そのための実証候補

地を選定する。更に、候補地選定のためのガイドラインも作成する。従来型波力発電の 3 大課題

（コスト・安全性・漁場）を解決して、世界で初めての波力発電の本格的な実用化を目指す。 

【成果】 神戸市等の意見を基にガイドラインの内容を充実させ完成度を高めることができた。また、「循環型

波力揚水発電」に関心を持っていただける自治体向けの FAQ も作成。従来よりも、候補地選定を

行いやすくなった。 

【今後】 日本全国において「循環型波力揚水発電」の実証を行い、信頼性の向上と導入実績を築く。また、

波力発電の普及推進のための啓蒙活動も実施。その際に、今回作成したガイドラインも活用してい

く。 

 

➢ AC Biode株式会社（所在地：千葉県、代表者：久保 直嗣）  

https://www.acbiode.com 

【概要】 バイオマス灰からアップサイクルした吸着剤 CircuLite（サーキュライト）を、三谷産業から紹介を受

けたフィルター関連のエンジニアリング企業にて試験。 

【成果】 現在、CircuLite サンプルの試験をあるエンジニアリング会社にて実施中であるが、従来の活性炭

やゼオライトの代替品であること、従来品と比較して機能を追加できること、リサイクル率を向上でき

ることが確認でき、今後の商談、拡販に繋がる見込み。 

【今後】 温暖化ガス吸着、有毒ガス吸着、アスファルト向けなど新規用途を開拓。また、より大規模な商談に

繋がる場合は、供給量を拡大する為に、現在の台湾工場以外にも工場を広げていく予定。 

 

➢ 株式会社ミライエ（所在地：島根県、代表者：島田 義久）  

https://miraie-corp.com 

【概要】 三谷産業と、主力製品である堆肥化装置の販売面で事業提携を開始。また、堆肥化で得られる排

出権の認証に向けたチームを編成した。 

【成果】 営業パイプラインを獲得できたのと同時に、堆肥化装置導入によるコスト削減に対する高いニーズ

を確認することができた。また、排出権認証については、クレジット認証機関との協議が開始でき

た。 

【今後】 三谷産業の販路で堆肥化装置の販売を行うだけでなく、ユーザーが生産した肥料を三谷産業ル

ートで販売したり、排出権のクレジット化によるユーザーの収益向上を図る。 

 
 

【既存産業 DX分野】 

➢ 株式会社mmガード（所在地：東京都、代表者：鈴木 和清）  

https://www.droneview.co.jp 

【概要】 太陽光パネルの不良を検出する AI「Drone View for SOLAR」の開発に向け、広島県の太陽光

発電所「ウエストニュージーランド村ソーラーパーク」で実証実験を行う。 

【成果】 ドローンが空撮した赤外線写真をもとに、太陽光パネルのクラスター不良などを検知し、不良箇所

https://globalenergyharvest.co.jp/
https://www.acbiode.com/
https://miraie-corp.com/
https://www.droneview.co.jp/


 

をマーキングするとともに位置情報をレポートする AI を開発した。写真から太陽光パネルだけを切

り出す手法と、検出率を上げていくための課題も抽出することができた。 

【今後】 検出率の向上、ユーザーインタフェースの改良、およびレポート機能を拡充していく。併せて、実用

先の開拓や、プラントのガス漏れ点検などの分野で利用できる AIの開発も進める。 

 

➢ スマイルロボティクス株式会社（所在地：東京都、代表者：小倉 崇）  

https://www.smilerobotics.com 

【概要】 事業の方針転換にあたって、三菱電機の協力を得て市場調査の対象者へのインタビューを複数実

施。また、新たな方向性の解像度向上のためのディスカッションを実施。 

【成果】 三菱電機の第三者的かつ専門的な視点で手厳しい意見も含めた議論を重ねながら、幾度も仮説

のスクラップ&ビルドを繰り返した結果、「ロボットを開発する」のではなく「ロボット開発における課題

を解決する」という方針を策定することができた。 

【今後】 新方針のもと、早期にファーストサービスを提供できる状態にする。市場投入に向けて高速で

PDCAを回し、ビジョンの実現へと繋げていきたい。 

 

➢ ロボセンサー技研株式会社（所在地：静岡県、代表者：大村 昌良）  

https://robosensor.co.jp 

【概要】 三菱電機の昇降機に対し当社の高感度センサーを取り付け、機器の振動の変化を精密に計測。

その変化をいち早く捉えることで、機器状態の良否判定や、メンテナンス作業の効率化へも活用可

能か検証し、多面的な効果を確認する（今後提案・実施予定）。 

【成果】 実証実験により、以下の 2点を確認できる想定。 

①従来センサーでは捉えることのできなかった微細な振動を分析することで、機器のメンテナンス

における属人的なノウハウ（暗黙知）をデータとして捉えることが可能か 

②技術の個人差解消と作業効率向上の両立が可能なソリューションへの展開可能性 

【今後】 自社の高感度センサーおよびデータ収集・記録システムにエッジ AI を取り込む。機器の状態管理

やメンテナンサーの作業管理を学習させ、人とモノとのトータル管理によるメンテナンス業務の効果

向上を図る。 

 

 

 【ライフ・ワーク改革分野】 

➢ ハインツテック株式会社（所在地：福岡県、代表者：青木 睦子）  

https://hyntstech.com 

【概要】 三谷産業協力のもと、細胞内へ物質を導入する新ツール「ナノチューブ膜スタンプ」のユースケー

ス設計およびニーズ・課題の明確化を行う。 

【成果】 複数のパートナー企業・大学との議論などを通じ、当初想定していた再生医療分野以外にも、環

境・化学品などの分野でのニーズや、従来導入が困難であった高分子のみならず、低分子導入の

代替法としてもニーズがあることが分かり、新ツールとしての可能性が大きく拡がった。 

【今後】 新ツールの有用性を拡大するため、まずは三谷産業や他パートナー企業・大学とともに、設計した

ユースケースにおける有用性を検証・確認する。そして、実用化に向けて、今回明確になった課題

やニーズを仕様に落として機器の改良を行う。 

 

https://www.smilerobotics.com/
https://robosensor.co.jp/
https://hyntstech.com/


 

➢ 学び舎mom株式会社（所在地：愛知県、代表者：矢上 清乃）  

https://manabiyamom.com 

【概要】 新事業である、経験豊富なママチーム BPOサービス「MYTi(マイティ)」に関し、ウエストホールディ

ングスとの対話やニーズ仮説検証を経て、コンセプト・内容のブラッシュアップを図る。 

【成果】 「業務の切り出し方が分からない」「より高度な業務を依頼したい」といった大企業の抱える悩み・ニ

ーズを明確にするとともに、「MYTi」だからこそ提供できる価値と改善点が明確になった。 

【今後】 育児で離職中の女性等、能力を活かせずにいる人材へのサービス提供にあたり、まず「ハイキャリ

ア女性」にフォーカス。今回の実証で明らかになった企業側のニーズにマッチする価値の高いサー

ビスの提供を開始する。 

 

➢ 株式会社 Kids Public（所在地：東京都、代表者：橋本 直也）  

https://kids-public.co.jp 

【概要】 スマホから産婦人科医・小児科医・助産師へ相談ができる「産婦人科・小児科オンライン」の妊産

婦、子育て世帯向けの実証実験を、岩手県八幡平市において開始。専門家へのアクセス向上を検

証。 

【成果】 八幡平市と共同でプレスリリースを公開し、実証実験開始を社会へアピール。八幡平市民向けに

は、市報を通して周知（本年 12 月末日まで八幡平市民への無償提供を実施し、妊娠、出産、子育

ての不安軽減への貢献を評価予定）。 

【今後】 現在、八幡平市以外にも複数の自治体と実証実験の協議中。全国約 1,700 の自治体へのサービ

ス提供を進めていく。 

 

最終成果発表会の詳細は、添付の【参考資料】をご覧ください。 

 

  

 

【本件に関するお問い合わせ】 

三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 

ソーシャルインパクト・パートナーシップ事業部 尾仲 

E-mail : leapover-accelerator@murc.jp 

【報道機関からのお問い合わせ】 

コーポレート・コミュニケーション室  廣瀬・杉本   E-mail : info@murc.jp 

https://manabiyamom.com/
https://kids-public.co.jp/
mailto:info@murc.jp


 

【参考資料】 第 5期“LEAP DAY” 開催報告 

 

◼ “LEAP DAY”について 

 “LEAP DAY”は、本プログラム「第 5期MURC アクセラレータ LEAP OVER」において、2022年 2月から約 4

ヵ月にわたって事業を前に進めるための実証実験に取り組んできた採択スタートアップの最終成果発表の場です。

本年は、パートナー企業 3 社※1、パートナー19 自治体※2、協力 VC（ベンチャーキャピタル）6 名※3、運営協力企業

2社※4とともに支援してきました。 

 当日は「第 1 部：セミナーセッション」と「第 2 部：成果発表セッション」の 2 部制で行われ、第 1 部では、経済産業

省 石井氏・内閣府 宇田川氏、パートナー企業 3 社、協力 VC である株式会社ジェネシア・ベンチャーズの田島氏

をお迎えし、それぞれとの対談を通じてオープンイノベーションに関する取り組みを議論しました。第 2 部では、ピッ

チセッションとして、採択企業各社が取り組み成果を発表するピッチを行うとともに、プログラムを伴走したサポーター

が、プログラムにおいて採択企業とともに取り組んだ内容や採択企業の成長度合いを補足的に説明する「サポータ

ーピッチ」が行われ、審査員との質疑応答が行われました。また、特別企画として、LEAP OVER アルムナイ（卒業

生）2社に加え、株式会社三菱UFJ銀行主催のビジネスサポートプログラム Rise Up Festa ファイナリスト 2社のピ

ッチも実施しました。 

尚、今回は企業・自治体等 250名超の観覧申し込みがあり、盛況な発表会となりました。 

本プログラム（第 5期）はこの成果発表をもって終了となりますが、MURCは引き続き 5期生と接点を持ちながら、

今後もサポートを続けていきます。 

 

※1 三菱電機株式会社、株式会社ウエストホールディングス、三谷産業株式会社 

※2 宇部市、越前市、大阪府、北九州市、久留米市、気仙沼市、神戸市、郡山市、西条市、渋谷区、裾野市、 

仙台市、つくば市、豊田市、新潟県、八幡平市、浜松市、福岡県、前橋市 

※3中嶋 淳 氏（アーキタイプベンチャーズ株式会社 代表取締役） 

  鮫島 昌弘 氏（ANRI パートナー） 

吉沢 康弘 氏（インクルージョン・ジャパン株式会社 取締役） 

田島 聡一 氏（株式会社ジェネシア・ベンチャーズ CEO／ゼネラルパートナー） 

佐野 悠一郎 氏（Beyond Next Ventures株式会社 マネージャー） 

山田 優大 氏（Full Commit Partners株式会社 代表パートナー） 

※4 株式会社三菱UFJ銀行、三菱UFJキャピタル株式会社 

 

 

◼ 審査員について 

【審査員長】 三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 代表取締役社長 池田 雅一 

【審査員】 三菱UFJキャピタル株式会社 代表取締役社長 坂本 信介氏 

  三菱UFJ銀行 産業リサーチ&プロデュース部長 山井 康浩 氏 

  

  



 

◼ 当日のタイムスケジュール 

部 時間 セッション 登壇者 

第

1

部 

12:00 - 12:15 オープニング  

12:15 - 12:55 

基調講演 

～スタートアップ創出元年を迎えた政府の

動き 

・経済産業省 経済産業政策局 

新規事業創造推進室長 石井芳明氏 

・内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局 

 イノベーション推進担当 企画官 宇田川徹氏 

13:05 - 13:35 
パートナー企業セッション#1 

～CVCを通じたオープンイノベーション 

・三菱電機株式会社 ビジネスイノベーション本部 

ビジネスイノベーション・DX戦略室 

13:40 - 14:10 
パートナー企業セッション#2 

～SDGs・脱炭素・グリーンテック先進事例 

・株式会社ウエストホールディングス  

グループ戦略本部 

・三谷産業株式会社 ケミカル事業部 

14:20 - 14:50 
協力 VCセッション 

～VC投資最前線・次に来る投資分野とは 

・株式会社ジェネシア・ベンチャーズ 

CEO／ゼネラルパートナー 田島聡一氏 

第

2

部 

15:30 - 15:40 オープニング  

15:40 - 18:10 第 5期採択企業ピッチ ・第 5期 LEAP OVER採択企業 9社 

18:10 - 18:25 LEAP OVERアルムナイピッチ 
・Scheeme株式会社 代表取締役 杉守一樹氏 

・株式会社クアンド 代表取締役 CEO 下岡純一郎氏 

18:25 - 18:40 Rise Up Festa ピッチ 

・株式会社アダコテック 代表取締役 CEO  

河邑亮太氏 

・株式会社 Creator's NEXT 代表取締役 窪田望氏 

18:40 - 19:00 表彰式・審査員講評 ・審査員 

 


